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はじめに

本報告書は、人と防災未来センターが 2020 年の令和 2 年 7 月豪雨に際して、被災自治体

に先遣隊を派遣し、その時の対応とその後行った現地の災害対応支援およびその活動を支

えるセンターに設置した後方班の情報提供などの内容をまとめたものである。とくに、熊本

県南部では 7 月 4 日未明から朝にかけて、局地的に猛烈な雨が降り、気象庁は 4 日 4 時 50

分に大雨特別警報を熊本県・鹿児島県に対して発表した。このとき熊本県天草・芦北地方や

球磨地方付近には、幅約 70 km、長さ約 280 km の大規模な線状降水帯が発生していた。気

象庁は当初、総雨量は 200 mm に達すると想定していたが、実際にはその 2 倍以上の豪雨が

発生した。この線状降水帯は、2009 年以降に九州で発生した線状降水帯のなかでは最も規

模が大きく、持続時間も最長だったといわれている。この豪雨によって、とくに熊本県を流

れる球磨川が氾濫し、甚大な被害が発生した。そこで、7 月 4 日から 16 日にかけて、熊本

県庁をはじめ人吉市などの被災市町村で災害対応支援を行い、同時期に福岡県南部の自治

体も被災しており、福岡県庁や大牟田市、久留米市でも同様の支援を実施した。また、この

豪雨災害が発生した時期は新型コロナウイルス感染症の拡大が起こっており、複合災害の

様相を示していて、被災自治体では、3 密を避ける避難所の運営や県内に限るボランティア

支援などに関して多くの情報を必要としており、これらに関する情報提供も災害対応支援

の一環として行った。そして、被災自治体への派遣終結のポイントに関して情報共有して、

複数の判断基準に基づいて派遣を一旦終わらせ、遠隔支援への切り替えを実施した。

一方、本報告書には記載していないが、筆者はくまもと復旧復興有識者会議の委員として

樺島郁夫熊本県知事からの要請に基づき、8 月下旬に球磨川の被災地を訪問して、今回の豪

雨災害の新たな特徴を明らかにし、12 年前に採択した球磨川の洪水対策である「ダムによ

らない治水」の施策の問題点を指摘することができた。前者は、線状降水帯による豪雨で従

来の堤防決壊による破堤氾濫から越流氾濫に移行する「相転移」現象が発生して単位面積当

たりの被害額が激増し、しかも社会的共通資本である福祉、医療、教育制度と関連施設の被

害が顕著なことを見い出すとともに、後者では、地球温暖化による未曽有の豪雨環境下では

従来の治水対策では不十分であることを指摘して、流水型のダムの建設への方針転換を図

ることにつながった。これらの成果は、今回実施した災害対応支援による成果があったから

こそ実現できたものであり、当センターが実施した現地調査と解析結果との連携の効果が

極めて大きいことを示す結果となった。災害支援という実務を通して、実際の災害対策の方

針の変更や学術研究成果を挙げることができるという理想的な展開がなされたと言えよう。

防災・減災研究の推進にとって現地支援や観測調査資料解析の重要性も改めて指摘するこ

とができた。

阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター

センター長 河田惠昭





DRI 調査研究レポート 2020-04 

DRI Technical Report Series  【vol.49】

令和 2 年 7 月豪雨における

災害対応の現地支援に関する報告書

はじめに 

第 1部：令和 2年 7月豪雨 の災害対応支援 

第 1章 災害の全容 ..................................................... 2 

1.1. 豪雨および水害 ................................................... 2 

1.1.1. 気象状況 .................................................... 2 

1.1.2. 河川氾濫・土砂災害 .......................................... 4 

1.2. 被災状況 ......................................................... 5 

1.2.1. 人的被害・住家被害 .......................................... 5 

1.2.2. 避難者・避難所 .............................................. 8 

1.3. 災害の特徴 ...................................................... 10 

第 2 章 人と防災未来センターの災害対応支援本部 ........................ 12 

2.1. 方針決定会議までの動き .......................................... 12 

2.2. 方針決定会議の実施 .............................................. 13 

2.3. 先遣隊の派遣体制 ................................................ 15 

2.4. 後方班の支援体制 ................................................ 17 

2.5. 感染症対策 ...................................................... 18 

2.6. 情報共有会議 .................................................... 20 

第 3 章 先遣隊の活動 .................................................. 21 

3.1. 情報収集・支援の方法 ............................................ 21

3.2. 熊本県 .......................................................... 22 

3.2.1. 熊本県庁 ................................................... 22 

3.2.2. 八代市役所 ................................................. 29 

3.2.3. 人吉市役所 ................................................. 32 

3.2.4. 水俣市役所 ................................................. 35 

3.2.5. 芦北町役場 ................................................. 37 



3.2.6. 錦町役場 ................................................... 39 

3.2.7. 多良木町役場 ............................................... 40 

3.2.8. 湯前町役場 ................................................. 41 

3.2.9. あさぎり町役場 ............................................. 42 

3.3. 福岡県 .......................................................... 44 

3.3.1. 福岡県庁 ................................................... 44 

3.3.2. 大牟田市役所 ............................................... 44 

3.3.3. 久留米市役所 ............................................... 45 

3.4. 派遣終結の判断 .................................................. 46 

第 2部：人と防災未来センターの災害対応支援の体制

第 1章 体制の見直し・検討 ............................................ 50 

1.1. 見直し・検討の経緯 .............................................. 50 

1.2. 見直し・検討の結果 .............................................. 51 

1.2.1. 現地支援プロジェクト ....................................... 51 

1.2.2. 現地支援ワーキンググループ ................................. 53 

1.2.3. 後方支援ワーキンググループ ................................. 56 

1.2.4. 事業継続計画（BCP）ワーキンググループ ...................... 58 

1.2.5. 資料ワーキンググループ ..................................... 63 

第 2章 新型コロナウイルス対応 ........................................ 64 

2.1. 経緯 ............................................................ 64

2.2. 検討事項 ........................................................ 64 

2.2.1. 派遣方針 ................................................... 64 

2.2.2. 派遣方法の多様な検討 ....................................... 65

2.2.3. 必要な防護装備の準備 ....................................... 66

資料編

（脱稿 2021 年 3 月）



第1部 令和 2年 7月豪雨 

の災害対応支援



2 

第1章 災害の全容 

1.1. 豪雨および水害 

1.1.1.気象状況 

令和 2 年 7 月 3 日から 8 日にかけて、梅雨前線が中国から九州付近を通って東日本にの

びて長い間停滞した。その前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込み続け、大気の状態が

不安定となった 1)。その結果、九州地方を中心に西日本から東日本の広範囲に長期間の大雨

となり、特に熊本において過去最高の降水量の総和および 1 時間降水量 50mm 以上の発生

回数を記録した（図 1.1.1-1, 図 1.1.1-2）3,4)。また、7 月 6 日から岐阜県周辺で激しい雨が

断続的に降り、7 日から 8 日にかけて記録的な大雨となった 1)。これに対し、気象庁は次の

7 県に最も警戒が必要な「警戒レベル 5」に相当する大雨特別警報を発表した：7 月 4 日午

前 4 時 50 分に熊本県と鹿児島県（7 月 4 日午前 11 時 50 分に解除）、7 月 6 日午後 4 時 30

分に福岡県、佐賀県と長崎県（7 月 7 日午前 11 時 40 分に解除）、7 月 8 日午前 6 時 30 分

に岐阜県（7 月 8 日午前 11 時 40 分に解除）、7 月 8 日午前 6 時 43 分に長野県（7 月 8 日午

前 11 時 40 分に解除）1)。

図 1.1.1-1 アメダス降水量の分布図 

熊本地方気象台資料引用 3）

図 1.1.1-2 アメダス降水量の分布図 

熊本地方気象台資料引用 4） 

－ 2 －
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図 1.1.1-3 図 1.1.1-4 に す通り、7 月 3 日から 4 日にかけて、熊本県では 6 時間降水量、

12 時間降水量が、また、7 月 6 日から 8 日にかけて九州 地方では 48 時間降水量が、こ

れまでの記録の 1.4 を た 5)。その後も前線は本州付近に停滞し、西日本から東 地方

の広範囲で雨の降る日が続 、13 日から 14 日にかけては中国地方を中心に、27 日から 28

日にかけては東 地方を中心に大雨となった（図 1.1.1-5）2)。7 月 3 日から 7 月 31 日にか

けての総降水量は、長野県 高 県の い で 2,000 mm を たとこ が り、九州 、

九州 、東 、 び東 の くの地 で、24、48、72 時間降水量が 上 1 の を

た。

図 1.1.1-3 6 降水量の  

気象 資料引用 5)

図 1.1.1-4 8 降水量の

 

気象 資料引用 5)

図 1.1.1-5 降水量分布図 7 3 7 1 気象 資料引用 2)

－ 3 －



1.1.2. 災害

7 月 3 日から広範囲に たって大雨が降った結果、 後 な 国が する 7 水

8 、 県が する する 58 水 194 で による に い、 国

で 13,000 ルが 水し（図 1.1.2-1）、また、932 の が発生したと られ

る（ 流 145 、地す り 80 、がけ れ 707 ）6)。

大雨特別警報の発表 れた県の中でも最も く が発生した熊本県においては、

流 に する の中心 地（図 1.1.2-2） な で 1,060 ル

水し、佐 な その による も ると県 では 7,412 が

したとみられる。（ 1,490 、 3,092 、 1,940 、 上 水 329 、

水 561 ）。特に 55.0k（ 中 地 ）において 水 が くなってい

る。 当 では 長 10m に たり が し、その周辺の最大 水 は 9m と

定 れている 6,7)。

後 流 に する福岡県 佐賀県佐賀 な では 9,000 ル 水

し、 2,000 が 水 を けたとみられ 6)、福岡県では による も

ると 4,584 が したとみられる（ 14 、 992 、 977 、 上

水 681 、 水 1,920 ）7)。

図 1.1.2-1 7水 8

資料引用 6) 

－ 4 －
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図 1.1. -  お 水  資料引用 6) 

1. . 災状況 

1. .1. 害 害 

本 での 的 の状 を表 1.2-1に す。2021年1月7日時 1)で、 国での 的

は、 84 、 方不 2 、 77 となった。また、 に いては、

1,621 、 4,504 、 3,503 、 上 水1,681 、 水5,290 となった。

県別に を ると、 的 に いては熊本県が最も く 65 となった。

に いても熊本県で 1,490 、 3,092 と最も く、次いで福岡県で

14 、 992 となった。大分県は した の数が熊本県の次に く68 となった

（表 1.2-1）1)。

別での をみると、熊本県 、 および （表 1.2-2）、 びに、

福岡県大 および （表 1.2-3）において が 中しており、これら5 で

国の 的 の 69% （ 58 ）、 総数の 56% （9,231 ）を る1)。

本 により9県（ 県、長野県、岐阜県、島 県、福岡県、佐賀県、熊本県、大分

県 び鹿児島県）49 36 13 にそれ れ が れた。また本 は、

特定 、激 、大 に く に 定 れた1)。

－ 5 －
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 1.2-1 害 害 

 

害害

  方 
 

 
 全   

水
 

水  

      1 1 

      1 28  

      3 1  77  

   1  1 1 62 7 1    

    1 1 26  

        

      1 1 

       2  

      2  

        

    1 1 6 1 9 1  

      3 49  

 1    1 1 1 

      3  

      4  

 1  2   1 4  1  11  

   1 1 2 6 36  1   

 1    1 2 1 1   11  

      1    

      9 7 8  

      1 1  1  

    2  1  29  

       1  

       4 1  

      1 2  

    1 1  6  

      2     

      1 1  1  

 2  2 1  1 11 1  4 111 1  

       1  1  1  

      1 1 

 2   1 3 1 2 34  67 1  

 2   4 11 1  992 977 1 1 2  8  

    3 3 2 9 7  1  1  

 3  1  4 4 3 4 1  1  1 

熊本   2 1  34 111 1 9  92 1 4  329 1 1  

分  6  1 1 8 68   1  469 1 7  

      4  2 1   

 1   4     1    

 84 2 23  1  1 21 4 3 1 81 9  1  

1)をもとに  

－ 6 －
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 1.2-2 害 害 熊本  

 

害  害  

 
方 

 

 
 全

水 水  

熊本  1 6 7

 4 1 19 24 1 7 1 0 97 404

 20  10 39 900 1 43 286 309 1 4 102

 1 3 1 238

水  11 1 11

 8 1 26

  1  8 19 1 7

 1 2 2

 1 48 49

 4  24 232 18 1 6 440

 11

 39 8 47

 2 2

水  1 27 1 43

 9 29 38

 3 29 20 40 92

 1 1 2

 1 1

 2 2

 

 1 1

 11 1 12 72 10 9 1 41

  3 4 12 89 1

 64 1

 1 8 1 0 74

 1 1 42

水  1 4 6 11

 18 90 1

 1 1 7

 11 14 20

 2  1 26 332 74 1

 1 43 1

 6  2 10 34 111 1 90 92 1 40 329 1 12
1)をもとに

－ 7 －
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 1.2-3 害 害  

 

害  害  

 
方 

 

 
 全

水

 

水  

      1 2 12 1 1

      9 9

 2   3 9 11 979 904 280 174

      1 1 335 1 20 1 57

      0 1 1

      1 1

      4 11 1

      1 25 35 1

      

      1 28 29

      8 0 8

      1 3 4

    1 1 2 3 5

      4 4

      8 a 0 0 1

   1 0 1 2 11 8 70 1

      1 5

      1 1

      7 7

      5 25 30

      1 34 35

      1 1

 2  5 4 11 14 992 977 1 1 20 4,584

1)をもとに

1. . .  

令和 2 年 7 月 3 日からの長期間に たる大雨に い、23 県で が れた。

数は 7 月 7 日 ）に に し、その時 における の数は、13 県で 2,365 、

の数は 10,608 となった。7 月 7 日時 の 数の分 を表 1.2.2-4 に

す。

また、熊本県、福岡県に いては、本 から 1 月後の 8 月 3 日時 でも くの

が に っていた。図 1.2.2-1 に熊本県および福岡県の 数の を す。熊本県

では 7 月 12 日 10)に に し、その時 の の数は 222 、 の数は 2,512

となった。7 月 24 日 11)で 数が する 向に るが、8 月 3 日時 12)でも

の数は 1,413 で った。福岡県では 7 月 7 日 9)に に し、その時 の の数は

642 、 の数は 3,596 となり、その 日時 で 数が 激に するが、そ

－ 8 －
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の後は いに しており、8 月 3 日時 12)で の数は 102 で った。本

から 2 月 った 9 月 3 日時 13)でも、熊本県で 993 、福岡県で 93 の に って

おり、 生 の長期 が となった。

熊本県では、12 月 31 日時 14)で、 が な に していた 定 を

したと発表し、2021 年 1 月 7 日時 15)で 2 の が 定 に っていた。

1 月 25 日時 16)で、 において が続けられていた「みなし 」（

）で生 していた 1 が 日 去したた 、県 ての を したと発表した。

福岡県では、9 月 3 日時 17)で、大 において「みなし 」に 83 が 、

に 63 が 時的に 、また、 において、 に 20 が 時的に

していた。 報によると、11 月 2 日時 ）で 6 っていて、12 月 3 日時

）までに を ることがで た。

 1.2. -4 7 7 13 の の分布 

  
 21 0
 39 18
 23 17
 458 2,449
 80 59
 125 49
 642 3,596
 161 789
 234 568

熊本  143 2,134
分  278 766

 5 60
 156 103

 2,365 10,608
）をもとに

図 1.2. -1 熊本 および の の  

HP 21 2 1  

－ 9 －
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1.3. 災害の  

本 の特 として、以 の 3 が られる。 

1 災害 雨  

前 したよ に、 回の 雨では、7 月 3 日から 13 日にかけて、 発 した梅雨前線の

で、 くの線状降水 が発生し、九州地方 けで「 30 年 7 月 雨」に する数

の線状降水 が れた。九州 地方な 広い範囲で大雨となり、 いとこ では期間

降水量が 1,000 を記録し、特定の地 で長く降り続いたことが特 で る。 流

に線状降水 が 11 時間以上停滞し、24 時間雨量（流 ）が 400 を 、 の

が発生した。 後 では、 降雨と の大雨となり、48 時間 72 時間降水量で

最大 を大 に た ）。

により、 地に 大な をもたらしたが、長雨により 断の

が しくなり、 にも が生 た。

地 の 害  

熊本県の 状 によると、 回の では、166 が 状態になっ

た。その 、 の が対象となり、最も大 な を けた。 と を な

国 が し、 し らい状 った。 では 25 が くなり、その 特別

「 」では 14 が くなった。 の の 3 分の 1 に たる 400 り

が する を けた。 の 対 本 は、 総 に る 的

流 「 くら 」に れており、国 県からの を けて 対 が れ

た。

の 災害 災害  

中に ル （C O V ID-19）が し、日本も を れている。

が発生した時に、 地の 数が 的 い状 に るが、 地の は

対 を った上で、 対 を ったことが の特 で る。しかし、 ての

の 対 で るた 、 ま まな が て た。

最も大 な は、 地 は高 の が高く、 ル を 込まないよ

に、 地 向けの 要 を することが で ること った。この

よ に からの が まり 込 ない状 のた 、 地 近 の地 の で 対

に り込ま るを ない状 で った。 よりも、 日も く の

を っている。

－ 10 －
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1） ：令和 2 年 7 月 雨による 状 に いて（令和 3 年 1 月 7 日）

2)  気象庁： をもたらした気象 令和 2 年 7 月 雨 令和 2 年（2020 年）7 月 3 

日 7 月 31 日（2020 年 8 月 11 日）

3）熊本地方気象 ： 時気象 ―令和 2 年 7 月 3 日から 4 日にかけての熊本県の大

雨に いて―（2020 年 7 月 5 日）

4）熊本地方気象 ： 時気象 ―令和 2 年 7 月 6 日から 8 日にかけての熊本県の大

雨に いて―（2020 年 7 月 8 日）

5）気象庁：「令和 2 年 7 月 雨」の特 と する大気の流れに いて（ 報）（2020 年

7 月 31 日）

6）国 通 ： らの に結び く水 報

5 回 2, 令和 2 年 7 月 雨による と対 （2020 年

8 月 28 日）

7） 庁：令和 2 年 7 月 雨による び の対 状 55 報（2021 年 1

月 7 日）

8）国 地 ：令和 2 年 7 月 3 日からの大雨による 水 定図 水

周辺（2020 年 7 月 4 日）

9） ：令和 2 年 7 月 3 日からの大雨に る 状 に いて（2020 年 7 月 7 日）

10） ：令和 2 年 7 月 雨による 状 に いて（2020 年 7 月 12 日）

11） ：令和 2 年 7 月 雨による 状 に いて（2020 年 7 月 24 日）

12） ：令和 2 年 7 月 雨による 状 に いて（2020 年 8 月 3 日）

13） ：令和 2 年 7 月 雨による 状 に いて（2020 年 9 月 3 日）

14）熊本 ：熊本 雨の県 定 、 て り の 3 去（2021 年 1

月 1 日）

15） ：令和 2 年 7 月 雨による 状 に いて（2020 年 1 月 7 日）

16）西日本 ：熊本 雨の  県 で て （2021 年 1 月 26 日）

17）福岡県：令和 2 年 7 月 雨に する 報（  73 報 最 報）（2020 年 9 月 3 日）

18） ：令和 2 年 7 月 雨による 状 に いて（2020 年 11 月 2 日）

19） ：令和 2 年 7 月 雨による 状 に いて（2020 年 12 月 3 日）

20）日本気象 ：令和 2 年 7 月 雨における大雨の特 線状降水 、 の 11 時間

以上 続 （2020 年 7 月 17 日）

－ 11 －



第 章 災 の災害 本  

.1. 方 の  

発生を けて 7 月 4 日（ ）より 対 の 当 び 当の で分

して 報 に たった。 報 は、 となった熊本県 と鹿児島県 の

を対象とし、 前に していた状 た の C O P（C ommon O perational P ictu re）

（以 、「 C O P 」とする）（図 2.1-1）を いて、 の 要、 県 び

の 本 報（ 、 数）、 状 （ 数の 表数および ） 対 本

の （ の 通し）、 断（ の 、 の必要 ）、 に いて

記 した。発 当 は の に で ないことも く、 に熊本県の

から 報 を った。また、 られた 報から特に が大 いと

れる を地図上で するな 、 の必要 の高い を した。

7 月 5 日（日）には、特定 くまもと

（ K u mamoto V olu ntary  O rg aniz ations A ctive in Disaster  以 、「K V O A D」とする）により 水

数の が れた。この を 数で除したとこ 、特に 、 、

で 数に対し 数が ないことが分かり、 的 の不 が れた。また、総

の 総 び （G eneral A d visor f or Disaster 

M anag ement  以 、「G A DM 」とする）で する総 西広 の も

次 れ、その 報も ま て では 本地 での が 中していること、

は広範囲で が発生している が ること、 では 5 日に が

と （以 、「当 」とする）の 対 の 地 地

は、大 が発生した に、 が 地 の 対 本 に 地

として れ、 対 に対して な 報 を い、 地の と

に向けて を ことを す。当 の 6 の の 1 「 対

の 地 」に 付けられる。

当 の が 対 （通 ： 地 ）を に たっては、発 後安

を した で い時期に により 地 報 を い、その結果を に方 定

を った後、 地 と し、 地 を ことの

と、 は する を 断する。また当 に る は、後方

として 、 地 との の後方 を 。 時から、 当

当 を当 に り当て、 に 対 が るよ に を でいる。

発生時には、 は 8 しかおら 、当 の の と に、上 と

の の も けながら、定 より 的 が 1 ない状

で 地 を した。

－ 12 －
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図 .1-1 7 4 の COP 用  

. . 方 の  

当 では 7 月 6 日（月）9 時 15 分より 対 本 回方 定 （通

： ）を した（  2.2-1、  2.2-2）。

では、当 で していた 対 し で してい

た （図 2.2-1）に って、当 の で状 の が れた。本

の特 として、 ル の が ること、 発生後も降

雨が続いていることが られ、 の安 が れた。 に いては、 の

い地 には らないこと 、 地に を 込まないよ に、 日の

の 、こま な を することを 定した。 に いては、 的降雨の な

い熊本県庁 ま は を し、その後、状 を の を 断する

ことで 定した。

して以降、 次 報発 が ていること、 は 的に で が

大 いことな が て た。

－ 13 －
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図 . -1 第 方 の  
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 2.2-1 第 方 の   2.2-2 第 方 の  

2.3. の  

は いの を 回して および対 状 を することを

に 、 2 間の を 。また、後方 も に 当が ると

的な状 分 を 続することが で るた 、後方 に の を 当

する 1 の （以 、「 」とする）を中心とし、後方

要 により れる後方 （以 、「後方 」とする）を した。 中も状

によって を し、最 的に表 2.3-1 の となった。また、

が れた および 日は図 2.3-1 の通りで る。

－ 15 －
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 .3-1 の および 方  
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2.4. 方 の  

期においては、状 が日 と り すい。 地が広 で る 方で、

を 1 2 しか すことが なかったた 、後方 は が 地で 的に

で るよ に することが 要と た。 した は大 く 5 に分けられる。

a. 上 の を報 するとともに、 報

を び けた。

b . が れている熊本県以 に、鹿児島県、福岡県、佐賀県 も大 な が

ている が ったた 、C O P を いて広 的に 報を し、 の必要 を

した。

c. が れた の ル

（以 、「SN S」とする） より られた 報を し、 の報 と い

いがないかを した。また、 日 することが ましい を し、 の

を した（図 2.4-1）。 は の 報（ 、 、

要 数、 数、 数、地図 ） 県 が し

ている 報（ 、 数、 の対 状 、 の な ）

d . 地にいる から い が った に いて に 報 し、 した。

e. 報 （ 1.1 を ） 方 定 の を った。また、 との

報 が に 時間で で るよ 、 報 の前に後方 のみの （後

方 、  2.4-1）を した。後方 が した 報の および の が

な で る。

 2.4-1 方 のメ

の 、 時 報 （Inf ormation Su pport Team  以 、「ISU T」とする）

K V O A Dが した 数の を に し、 （ の量、 した 要

数、 定 に必要な 数 ） が必要な をまと た。

－ 17 －



図 .4-1 況 の  

. .  

の に いては、 前に していた「 」（表 2.5-1）

に いて を した。また、 ル 対 として、  2.5-1

に す （不 および ）、 ル、 、 、 を

した。

－ 18 －
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 .5-1 ス  

人と防災未来センター 現地支援 

先遣隊派遣 持参物チェックシート(案） 

2020 年 4 月 21 日時点
現地支援ＷＧ

No. カテゴリー 備品名 場所 チェック
1 

先遣隊の業務に 
必要な物 

現地でやること抜け漏れ
チェックシート（仮称） ？ □ 

2 アセスメントシート ？ □
3 名刺（現地支援用と個人用） 各自？ □
4 人防携帯電話（チームに 1 台）

※場合により衛星携帯電話 事務室 □ 
5 人防のパンフレット 事務室 □
6 現地で必要な資料 各自 □
7 被災地自治体の過去の研修受講者

リスト 事業課に依頼 □ 
8 ペン・手帳 各自 □
9 ノートＰＣ 各自 □
10 ＷｉＦｉルーター 各自 □
11 災害対策支援室 □
12 モバイルバッテリー 各自 □
13

衣服類・着用物 

ヘルメット 各自 □
14 現地支援用の服・ビブス・帽子 各自 □
15 安全靴（もしくは私物の登山靴） 各自 □
16 センター職員用名札

（首から下げるやつ） 各自 □ 
17 私服等（宿泊時の着替え） 各自 □
18 リュック・キャリーケース 各自 □
19 記録用機材 カメラ（or GoPro) コラボ（棚 1） □
20

自動車関連 

レンタカーカード 普及課 □
21 免許 各自 □
22 ドラレコ コラボ（棚 1） □
23 シガーソケットチェージャー コラボ（棚 1） □
24 ＥＴＣカード 各自 □
25 人防の案内板（駐車時に掲示） コラボ（棚 1） □
26 ※場合により、緊急車両の案内 ※要申請 □
27

持参することが望
ましい物 

食料 各自 or 人防の備
蓄 □ 

28 地図 コラボ（棚 1） □
29 現金 各自 □
30 パンチ・ファイル 各自 □
31 ライト 各自 □
32 雨具（傘・カッパ） 各自 □
33 スリッパ 各自 □
34 医薬品 各自 □

当 の 対 本 においても、 、 、 除

の 、 の 、 な を した（  2.5-2）。本 前後に

は、 する方の 、 を した後の な 、 的に 対 に

り 。

－ 19 －
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 2.5-1 災  

の COVID-19  

 2.5-2  

災害 本 の COVID-19

2.6.  

報 は 1 日 1 回 れ、 、 、 の が した。（表

2.3-1）。

1 回 報 （7 月 7 日 10 時 ）では、 熊本県の本 庁間 、

、 地で れる の時間 、 熊本県で している の状

に する からの報 、 後方 が した熊本県およびその の地 における

状 の報 、 当日の 定に いて した。

その日の に した 2 回 報 では、 が熊本県庁で した 報の

、 後方 が した熊本県およびその の地 における 状 の報 、 それらを

ま た 日の の 定を った。

3 回 報 からは 1 日 1 回、 に し、 地 以 の に する

の 、 の 報 と 日の の 、 後方 で した 報の要

と 後の 通しの 、 それらを ま た 日以降の の 定を った。

を る は の安 を し、降雨 の水 に しながら し

た（図 2.3-1）。なお、 の は大 かったが、 期は により くことが

、 後も 通安 上の が った、 の通 に 定 れ、要

がないと り らい状 で った、 、 、熊本県、G A DM 、対 による

が かった の により、 の は った。

－ 20 －
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第 章 の  

.1. の方  

は 2 で る 地 の の し によって した「

」（図 3.1-1 ）の に いて 報 を ことをベ とし、必要に

た 報 をしながら、必要に た 報 を ことで、 を った。

図 .1-1 ア スメ  

－ 21 －



22 

の は大別すると 4 り、（1）庁 の状 の

、（2） 状 、（3）県と の 、（4） 別 となる。また、（4） 別 に

いては特に する として 、 要 対 、 定 、

の 4 に いて 報 を こととなっている。なお を

で た に いては の 報 もすることとしている。

とい によって、 の 的な

のみに しない、当 として 的な 報 を ことが期 れた。ま

3.2. 熊本  

熊本県庁では 7 月 4 日に 対 本 が れた。 （16 、表 2.3-1）は 7

月 6 日から 7 月 16 日にかけて熊本県庁に を 、 日 の 対 状 の

を した。

3.2.1.熊本  

1 災害 本 の  

県庁では、県 に大雨特別警報が発表 れた 7 月 4 日 4 時 50 分に 対 本 れ

た。 の 要 、 要 を い、8 時には 対 本 が

れた。その後 8 時 30 分には、 の （県 地 16 ）が かに れ

た。それ以降 日 対 本 が れ、本 の県庁 以 の は、

、 上 安庁、気象庁で った。

また、本 は、 庁が する の で っていたた 、 くの

が していた（ 3.2.1-1）。 時間は 日 15 時 と 定しており、 は

が 当していた。 からの報 後に、 庁から報 が り最後に本 長からの

で となる。 は報 も 数 しており、 後にその で本 長 の囲み

がそのまま れていた（ 3.2.1-2）。 は、また別 で けられていた。

本 は 後に県の で れ、また の も 6 日以降 日

（Y ou Tu b e）で れていた。本 長 は けでなく、

上にも れていた。

た、後 の通り の 報を、 県 けでなく、 県をは とした

西広 総 対 とも に することで、間 的な を った。

－ 22 －



23 

3.2.1-1 災害 本  

7 14  

3.2.1-2  

7 6  

レ ル は、 の の に れており、県庁の 対 以

には に 、熊本県 DM A T 本 がそれ れ島に分かれて

していた（  3.2.1-3、  3.2.1-4）。また中 の大 ルでは地図が かれ、県庁

の に る 数の が 報 をする時に れていた。

 3.2.1-3 (7 6 )  3.2.1-4 ( 15  

よ の  

7 月 4 日には、県 から に 報 として を 2 。 5 日

には、 地 として 5 長 （ 、 、 、相 、 ）の

長を 佐するた に、 長 を とする 5 を し、7 日には の

も し、 に たっていた。熊本地 の が る を く して

いた。また、 地 の の としても、 を 数

続して した。

が 大で った に対しては、 対 本 の として、

より くの を し を し、 の が るよ に

－ 23 －
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総 に当 を し、 対 本 を していった。当 、

総 の 対 本 の は ったた 、 で に向けた

に しても れていた。7 月 23 日には、 庁 での 対 が

したが、それ以降も県からの の は 続 れていた。

の  

対 本 後、17 時 から 庁 が当 は で れた。こ

の 庁 は、当 県庁 は していなかった で ったが、 からの

びかけも ったよ で、6 日の時 では、県庁 庁 （以 、「 」とす

る）となり 長も していた。そのた 、 対 本 に 庁

が した となった。 は 日 1.5 時間 となり、本 と ると 長

が長時間 に時間を要しており、 に を す れを けているた か、 し

時間を で るよ にしていた。 が 地 を った過去 では 庁

に まり がみられなかったと記 している、 生 県 DM A T 本 、 年

から と 定を結 日本 の も したた 、 の

を た の対 に しても も れていた。また、 国

7 日より県庁 の として、 を 当する地 い から、

期的に 中的に を ことを 的に「 の 」 「 の 」な

に する を り した。また、 時に の を、 福 、

な 断的に がな れた。この日の では、 たな の 当 を

別で し、 庁 当 と の る が けるよ にしていた。これ以降、 には

で 庁と県 が数 で し っていることが にみられた。

の 次 をは とする は が 。 が

のた 、 の 定前の を に り って しい県 の 向も り、9 日からは

で の で となり は 定 れ にて 時 れた。当

は にはたら かけ、 を れた。 は、県と 庁 と、

後の対 を る での が れていた。

（J apan V olu ntary  O rg aniz ations A ctive in Disaster：以 、「J V O A D」とする）、

K V O A D の 表 が する も った。

－ 24 －
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 3.2.1-5 7 14

災害 メ GADM よ  

G A DM の は、7 日から 8 となり、県の 報 が当 れていない

、県の が っていないと れる でも しており、県庁 での総

報 で、県 報 れていた。

総 報 は、 日 13 時 より 。 総 と県総 当

が 。 を表 し すいよ に、 られた 当 のみの とする 向が

り、当 は で なかった。 当 から を と、当 地に っている県

と G A DM とで報 の相 が ったらしいが、 地で の 後に報 する

よ にしてからは、 はないとのこと。県の 報 からの 報は、県 に

られ、総 報 でも れていたとのこと った。

の の  

の も いながら、 な り県の 対 本 の に

は で るよ に時間 を った。また、 の 地 の 状の報 、

県をは とする 西広 G A DM の方 と な 報 、 を 日

った。

特に、 には必 は で るよ に、時間を し に対して

を っていった。表 3.2.1-1 に で す。

－ 25 －
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 .2.1-1 の 020 7  

日 /相

12 日  の の   

12 日
国 、

熊本県国

時の 国 対 、 報発 に する の

 
 

12 日
 

長 

した の  1-1 

後 で必要となる と 表の

 
1-2 

の必要 過去 の  1-3 

対 熊野 からの過去 の  1-4 

13 日  
県の ル の   

もり 状 の  1-5 

13 日  の の必要 に する   

15 日
 

長 

の に する過去 、

の  
1-6 

15 日 総  発 、 の  1-7 

では、 した において、 当 の が れたた 、

庁 の で に する の を した。また、「 」に

いて していた 、 が水 した のた の も に

るよ し、過去 を し 当 した。 らに、 後の で

の必要 に いても、過去に水 を した より での り 、令和

年 19 での長野県 の 時に した 必要 を し した。

県の を とは別に ル として に していたが、

ル の 報 が れていなかったた 、 報

を県の に した。その に、 もり 状 1)を

として した。

熊本県国 の 国 の 態を りたいとい 要 に対して、 国 対 を

とする が 2016 年熊本地 2018 年大 地 な の過去 にお

いて した結果を し、 回の を した時と 回った

時に した状 を した。

県庁の レ ル には、 ル ル が して り、ま

た には の 定 も いて り、県庁 より

－ 26 －
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を よ に が当 った。しかし、 くの の り 、 の

も り れているよ には けられなかった。そのた 、 と総

に の をし、 後に と の をいた

、必要 に を った（  3.2.1-6）。 する に る 線上

し すいよ にし、 の 方 、 気の に しても していっ

た。その 、 の 分別の表 も した（  3.2.1-7）。

 3.2.1-6  

) ) 7 14  

 3.2.1-7  

気の ス 7 14  

本 の  

本  

熊本県は、広 報 （     以 、

「 」とする）を 7月 4日 9 時 43 分に に り を した。 した

－ 27 －
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DM A T は 4 日の時 で熊本県 び九州 県に 要 が れ、5 日の時 では総

32 が、 の状 に 、また の しい 13 の に 1

を し した。 した で 続が な 特別

からは、 地 が 期にな れた。県 の 本 として、

地 に 3 の本 （県 本 、 水地 本 、

本 ）を し、 と福 、 分野が をしながら (

) の を っていった。

また、 日県庁にて 本 が れていた（  3.2.1-9）。 地本 から

の 報 日本 の 、DM A の 報 が れ、 地 の

福 の 報 と方 の となっていた。その を 対 本

で、 本 表 が報 れていた。

 3.2.1-8  

DMAT 本 (7 6 ) 

 3.2.1-9 本 8F 

の 布資料(7 14  

は最大 29 で、 水、停 、断水が に を た。停 断水に しては、

九州 が を った。 日に、県 本 の に、 時

（DM A T） 本 が れた（  3.2.1-8）。

－ 28 －
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の は、 に った が で を

した。また、 の ル 対 に しても、

に って れていた。

で する地 の に しても 日 が れていた。 の

は、DM A T、日本 （J M A T）、大

（J RA T）、国 （N H O ）、 、

（県 ）、 （DP A T）、 生 時

（DC A T）、また、TM A T、A M DA 、P W J 、 、

（H u M A ） の N P O / N G O により れていた。

で報 れ れていた。 からは、 地 で を けた方 の /

象 び に する必要な （ 、 、 ）が かり、

日の にて 向が分 で る。 は、 に した か

ら 後 時に で 、 で る。2016 年の熊本地 においては て大 し、

の 地 での 時には、必 と ってよい れている。本 によ

る状 が ル で で 、 向を分 することで での の流

にもい く気が付け対 がで た過去 も る。過去の において が

れた 、J -SP E E D による報 が 対 本 として れる は まり ら

れなかった。 後、このよ な の の から 生 の の 向

を み、 の を らかに で な がで るよ になることを期

する。

災 の  

の は、 に しても 期から れていた。 の は、

県 H u M A の が れていた。 に しては、DM A T が に って

いた。

3.2.2.  

の の特 としては、 の いの 間 に する 本地 に大

な 水 を けたが、 本地 以 の地 では った はなかった で る。

の 本 も 水 を け、庁 として で ない状 となった。また、 の

が 水 を けたことで、 で している ての P C の が 、

することがで なかったた 、発 当 の 報 には大 な不 が った。

が した 報は、 報 （J apan-Su rveillance in P ost E x treme E mer-

g encies and  Disasters:  以 、「J -SP E E D」とする）でとりまと られ、 は 日 対 本

－ 29 －
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 3.2.2-1 (7 11 ) 

1 の状況 の  

では、7 月 4 日午前 4 時 50 分に 対 本 を した 3)。 対 本 が

れている に が った 7 月 9 日時 では、1 日 2 回本 が

れていて、 報 が図られているよ った。 は、 で をしている

で った。 本地 以 の地 では通 を 続する必要が り、発 から数日間は

対 の と 時 の が り、 間の がみ なかった。しかし、

続 （B C P ）が発 れたことで、7 月 8 日 から 対 のた の要 とし

て を て を すことがで たよ で った。

本地 のル は、 により が り除かれ、7 月 8 日 からよ く か

れるよ になった。そのた 、7 月 9 日時 では、 地 の 状 はこれから れて

いくとい 状 で った。その時 で、 としては、 くの に必要な

の数が で ていないのが として れていた。また、 がいる

と 当の 水 がいる 庁 が、 的に が れている（ で 30 分 ）た

、 間の 報 に いて が り、庁 間 には が るよ った。

状況 

7 月 9 日時 では、福岡 からの総 が に っており、 対 本 に

していた。総 では、 発 と に いて って

を っているよ 。また、対 として と岡 から のた の

として 7 月 11 日より れていた。

の  

7 月 9 日時 では、熊本県から が 3 、 報 として 2 れてい

た。 としては、県と で ているよ で、 対 に いて不 はな そ な 囲

－ 30 －
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気で った。また、県庁から に 向している がいるた 、その方が し として

まく しているよ で った。

 

災害  

の 分けに いては、 の H P から広報をしていた。また、熊本県の が

の も っていた。 れた方がま に れていない も

り、後 けがで るよ になると、 が らに する が った。

 

7 月 9 日時 では、 によると、要 に いては、 生 に を して、

の対 をしている状 で った。

害  

7 月 9 日時 で、 は、 には が必要 とい を っていた。熊

本県、 、福岡 で を し、 を し、 的に を て

いる が かが た。 の の数は 10 で 1 たり 2 で し、 に必 1

は が るよ にしていた。

ア  

福 に が れた。7 月 9 日に、 が

福 に した。その時 では、ま の は れていなかったが、

は県 定にする 定で るとのことで った。 をしている で り、 本

地 の 水した の し、 付け、 し が の になるよ った。熊本

地 を した熊本 福 の が るよ で、 では心 な そ

で った。しかし、 が必要なよ で、 での 不 が ない状

のよ った。

 

7 月 11 日に、 が 総 を した。 対 のた 、

日定期的に 定をして 付に するル ルが り、 に不安が る方に気 に相

で るよ な り も れていた（  3.2.2-2）。 の 生 必 の

に いて不 している状 はな そ で った。 は、 が必要なものを に

れるよ に れていた。 には、 の の 、

の の がな れていた。

－ 31 －
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 3.2.2-2 の ( 11 ) 

3.2.3.  

は、7 月 8 日と 13 日の 2 回 した。 の特 の として、庁 が 庁

で ったた 、 な空間の中で 対 を っていたとい ことが られる。特に

1 回 に した は、 も しているとい ことに 、 回線が した当日と

い ことも りその対 に れ、 の は い状態で った。また、 別 に

いても している が られた。しかし、熊本県 の から な が

に っていたとい ことも り、2 回 に した には、 別 の に いて

も 1 回 に したと に ると、 通しが っているものが い状態 った。

1 の状況 の  

の庁 の状 の の状 に いては、 の庁 が 庁 で 対

に で る が られているとい ことも り、 している が て れた。

対 に いては、 当 が で っていた。 庁 の もその後 の空い

た に間 りする で 対 を っており、 的に空間が で る 象

を けた（  3.2.3-1）。また、7 月 8 日に した は、 日に 回線が

したとい ことも り、 の い が 数 られ、その対 で も して

いる状態 った。

－ 32 －
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 3.2.3-1 の 7 8  

状況 

の 状 として、熊本県が のた の の にも、県の

の を の する 的で していた。また、熊本 の G A DM

が 発 のた に るとともに、広島 の G A DM が

のた に る 、大 の が に っていた。

の  

熊本県 も 的に を し、 の状 に ていた。また 7 月 8 日時 で、

熊本県から に対して の が れており、県が の を的

に し、 り りを に っている状態 った。

 

災害  

7 月 6 日時 で、 その 数 では、 の い要 から の

を したが、 が っていないまま したた 、 まくいか が生 てい

た。この に いては、 日の熊本県 、 庁間の においても と

なっていた。特に では、広い が れているが、 が っそ と生 ている

状態で、 の を って しているが、す に になり分別もで ない状態で ると

い 報が県庁 で れていた。また、7 月 8 日に が を した も、

空 地の に が かれている状態で った。（  3.2.3-2）

そのよ な状 から、熊本県庁 では 7 月 7 日時 で熊本県、 、 、 の

4 で の の の対 に いて を っていた。また 2 回 に し

－ 33 －
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た 7 月 13 日時 では、広島 の G A DM が に り、 の に いての

レ の を っていた。

 3.2.3-2 災害 7 8  

 

7 月 8 日に した に 当 の方にお を と、 をしている の に

いて している で った。そのた 、当 の が、 の 別

をするた の の 、 に して ている の に いて た。

害  

7 月 13 日時 で、 定 は 8 月 20 日に するとい を てており、 る

の を か でいる で った。また熊本 が 発 の に って

おり、 の も けられる状 った。

ア  

7 月 8 日の 時 では、7 月 10 日から を する 定となって

いた。また、 の では で する も する

定となっていた。 は、 ル の 大 の から、

熊本県 定で する 定となっていた。

 

が 7 月 8 日 13 日に で る レ に した。

レ は、 の 庁 の に れている で り、 数も 1000 で、

に れている 定 の中でも最も い 定 で る。

レ に 7 月 8 日に した は、日中 ったた か の 数も な

い で った。また、 対 として の り での が れていた。その

に に いても、 不 の と、それ以 の方の が

－ 34 －
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分かれており、特に 不 の では、 の高い と ル

ベ が れている状 った（  3.2.3-3）。また、 不 以 の方の

では、7 月 8 日時 では と が れているのみ ったが、7 月 13 日

に した は ルベ が れていた（  3.2.3-4）。このよ に

レ では、で る りの 対 を しながら を っている状 った。

方で、7 月 8 日に した は の 以 の な にも が かれ

ており、 で過 している もいる が かが た。 レ には、7

月 8 日午前 8 時時 で 数の 7 以上の 754 が していた。 数

に対する 数は が ったが、 対 として、 の の を

ける必要が ったた 、 数が れ、 で過 す が たと れる。

 3.2.3-3 の ス ス 

7 8  

 3.2.3-4 の方の 

ス ス 7 13  

3.2.4.水  

水 は、 と 、 が 的に い。 的 がなく、 し

た が 11 、 が 106 で る。 対 本 は 7 月 20 をもって れた 1)。

7 月 10 日に （ 次 、16 、表 2.3-1）は を してから、水

に した。水 の 庁 が 中のた 、 庁 に した（  3.2.4-1）。

の に が れ、 の を していた。

水 の特 は、 した通り が 的に く、 と県の 、 九州の

と し、庁 を ていたよ った。また、 の 定 、要

な の は、 として対 する を てていた。

－ 35 －



36 

 3.2.4-1水 (7 10  

1 の状況 の  

対 本 で 状 と が れていたよ った。 時 では、庁 の

は いており、 対 本 では 数な の を か でおり、 期、

対 から 発 、 の に でいる。また、 の

をする と 定 を が に を で回る を てているとこ

った。

状況 

7 月 10 日時 では、 九州 から を する G A DM が 3 っており、 29

年 7 月九州 雨の を ま て をしていた。 定 を する

九州 の も 定 れていた。

の  

7 月 10 日時 では、県の が れたそ った。県の が した時に、

と に し とい ことを いた。

 

災害  

7 月 10 日時 では、 定していた が していないので、大 な

が生 ていなかった。

 

定 、 発 な の は、 要

な の が必要 が、 数の が りで が でいるよ った。 が

しないよ に、 と が し、 定 と が を で

－ 36 －
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するよ に を てていた。また、 発 と に、 のた の総

も していた。

害  

7 月 10 日時 では、 が 地 で の 状 な の を った。当時

は に（ 300 ）に 込 でいた。 九州 の と 定 を と

ルも した。

ア  

時 では、 が 定となっていたが、

の必要 が く、 定 の時に、 の を い上 、 と

するよ った。

3.2.5.  

の の特 は、 の佐 、 いに 水 が 中していて、

の 断も く発生し、 が いとい で る。

 3.2.5-1  

( 10  

 3.2.5-2 の  

( 10  

1 の状況 の  

では、7 月 9 日まで 対 本 を 1 日 2 回 していたが、 が った

7 月 10 日には、 期からの 期 の のた 1 日 1 回に れた。

その時 では、 方不 は と れており、 数に いても り を

にした る の数 を って、 れていた。 では、 長 長の い

により対 が られているよ った。

－ 37 －
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状況 

7 月 10 日時 では、 崎県から総 3 が に に っていた。

の 向けに れた大 な には、熊本県、 崎県、 が てい

た。 の 数が 的 く られた。 1 回は 間での を い 1 日

の を てており、 が まくとられているよ った。

の  

7 月 10 日時 では、熊本県から として 3 、 報 として 2 が

れており、また、この地 に しい県 が として っており、県と は な

がとられているよ った。

県は、熊本地 の より、 の 期 を していて、 通しを って て

いた。 的には、当時は 数の 定 がないものの、 定の 数から が

必要な 数を していて、 地も に しているよ った。

 

災害  

7 月 10 日時 では、 定していた がいっ いになったので、 しい

を県 地 の に したとこ で り、 日から け れ の 定で

った。 の の には、 が したで が かれているのが れた

（  3.2.5-3）。また、 の分別は で ると れていて、 のよ に対 する

かが れているよ った。

 . .5-  災害 ( 10 ) 

 

で 1 が 水して 2 分に でいる方がいるので、その方た に を ける

ことが として れていた。

－ 38 －
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害  

7 月 10 日時 では、 で に と分かる 2 に いては、 に が

れていた。当時の 定としては、7 月 13 日に 定 および の 付

定で、8 月 4 日 を に られていた。 定 の に しては、熊本県

崎県で 通の 通しを って れていた。

ア  

は、 に、

として れた。 は ル 大 の から県

に 定しているが、 の 数には不 気 のよ った。

3.2.6.  

（ 次 、16 、表 2.3-1）は 7 月 13 日に 流 の

前 の を し、 対 状 の を した。 前 にも

通していたこと が、 は発 から 1 間が 過した 時 で を

ており、状 の と 別 を に していた。その大 な要 として、地

の ながりが く、 報 のとりまと が に れたこと、 が

の対 に対して しく過大ではなかったことが れる。

1 の状況 の  

の 数に いては に な数 を で ており、庁 間でも 報 の

は生 ていないよ った。 の 長 を通 て発 期から の 要を

し たとい 。

状況 

定 の 崎県高 の が れていた。

の  

県がとりまと ている数 と で れている数 に レはなく、対 に

いて県と大 な い い は いよ った。た し県に を たい として、発

期に県からの 報 の い が に り、 報の報 を なる から

数回 られることが ったとい が かれた。

－ 39 －
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災害  

当 した はす に まったものの、次いで 1.5 ルの を して

おり、大 な は生 ていなかった。

 

すでに 長 生 を通 て しており、 らに が 別 して状

を していた。

害  

時 の前日 前 日に が みで り、 で状 の の

が に でいることが れた。

ア  

は みで、 からの に 定して していた。 前

の 日 日には 40 の 録が ったとい 。 当時の は 1 で、 として

が しく不 しているとい 状態にはないよ った。 が いに てい

る が いとい 。

3.2.7.  

1 の状況 の  

時 ですでに の 数 をおお していた。 と要 の

対 状 に いて 当 が し っていない ったが、 として

は いよ った。

状況 

時 では、九州地方 の 2 を除いて はいなかった。

は いた 囲気で、 の でも が必要とい は なかった。

の  

県との 報 対 方 に いて大 な い いは かった。 と に、県庁の

数 からの 報 が で ったとの が った。

－ 40 －
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災害  

当 が熊本地 時に の に に っており、その の が に か

れているよ った。当 は の の が く、 け れを 定とする

た り で の を い、 が いたとのこと った。県に 年 、水

時の の を するよ を けており、その が 回 に ったと

い 。なお、 定していなかった として、 ル と の が

られた。

 

地 生 地 の ながりを して状 をおお ま

ていた。

害  

ルが に まっており、大 な は いよ った。

ア  

に 定して を しているが、 も 定的で るとのこと った。

3.2.8.  

時が の 対 の の 前 ったた 、庁 からの な

は断 した。

1 の状況 の  

時 ですでに の 数 をおお していた。

状況 

時 では、 はいなかった。

の  

県との 報 対 方 に いて特別の は かれなかった。た し

と に、県庁の 数 からの 報 が で ったとの が った。

－ 41 －
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害  

ルが に まっており、大 な は いよ った。

3.2.9.  

1 の状況 の  

7 月 8 日時 で、 の 水範囲と 数の 数 状 を している状態

った。 な としては、 数は 50 で り、その に で 断水した地

地 が発生していた。 では、 の を すい に する

とともに（  3.2.9-1）、これらの 状 を大 の地図に 込み、 の の

を するよ に ていた（  3.2.9-2）。

 3.2.9-1 害状況 地図の

7 8  

 3.2.9-2 害状況 地図

7 8  

状況 

7 月 8 日時 では、気象庁の気象庁 対 （J E TT）と熊本 が に って

いた。熊本 は、 の 地 で発生した断水に対 するた に れていた。 当

の を と、 とは なく も ている状態で り、 状 はおお

で ると 断した。

－ 42 －
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の  

熊本県からの は れていない状 ったが、 の 当 と

県は で 報 を ている った。また、 当 も特に県 の不 もな

く、 かな った。

 .2.9-  7 8  

 

災害  

に いては、7 月 8 日に した時 では ことがで なかった。しかし、

数を 数 で していることから、 る の を か で を

で ると 断した。その後、7 月 9 日から 19 日の間に、本 で発生した の

込みに いての が、 り の SN S（Tw itter）にて れていた。

 

当 の方のお を と、7 月 8 日時 で には がいなくなったので、

も解 したとのこと った。また、 り では、 報が発令 れた に して

くる が 定 れており、本 でも よく してくる が していたた 、

当 の方も の に いてはおお しているとのこと った。

害  

定 に いては、7 月 5 日より を しており、7 月 12 日時 で 回

を している。 回 の 数は 115 で った。また、 に いても 7 月 11

日から 付を しており、 日時 で 2 を け付けている。
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ア  

7 月 8 日時 で、 を していた。また、 は のみ

で している状 った。 は近 に て が ないことに 、

ル も みて、 の を 定としていると れる。

3.3.  

熊本県庁を 発した （ 次 、16 、表 2.3-1）は 7 月 14 日に福岡県大

び、福岡県 を し、 対 状 の を した。 日 15 日に

は福岡県庁を し、 に いての 報 を った。

3.3.1.  

福岡県庁では 7 月 8 日 15 時に 対 本 が れた。 した時に、県庁 対

本 は、 定 発 の の り とい ことも り、

を ていた。大 に いては、 地 報 からの 報によって、 と な

報 が ていた。 方、 に しては 地 報 が していたことから、

の 結果が 要な 報となった。その後も、当 と福岡県庁で に

報 を った。このことが、 の の 定 の発 に いて、

県と のより な に ながったと られる。

3.3.2.  

大 （  3.3.2-1）では、 の もりを に 定 発 に必

要な を県に 要 していた。また、総 相 の 、中長期に たって

での生 が必要と られる に対してみなし （ ル ）で生 で るよ

に するな 、 を 通した対 を っていた。福岡県からの 報 と上 く

が ており、 いて対 に たっている が た。
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 3.3.2-1 災害 本  

3.3.3.  

では、 に の もりは ており、要 対 な を 、過去の

を かした な 対 が れていた。 を る中で、 定

の方 と対 の に いて相 が り、福岡県と しながら 県 中 な

を要 することを した（  3.3.3-1）。 定 発 に い

ては、福岡県 に しながら、 しながら ていくよ した。当

に った後も、 が ル で 報 を 続 い、福岡県からの

を て、 定 の発 を なく ることが たと報 を けた。

また、 長が 年 1 月に 長向け 対 「 in 福岡」

（当 、 び、福岡県 ）に していたことも り、当 に った後に、

にて を も た。

 3.3.3-1 災害 本  

以上のよ に、 と大 に 通していたことは、発 から 1 間が 過した

時 では、 る の を ており、 ともに 総数の りも ること

から、状 の と 別 を に していた。
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方、県との とい 分において、大 は県庁からの （ 報 ）と

ともに を る 方で、 は中 とい ことも って、 の で対

に当たるとい が られた。

3.4. の  

以上のよ に、熊本県においては、 分的にま は るが、 として熊本地 の

を かしていた。熊本県庁の対 においては、 間の を図りながら 対

本 を するよ にしていた。また、 庁の 、G A DM との 報

を定期的に し、 で た に対して 的に対 しよ としていた。 地の

に対して、県は の 後にす 報 長 を とする を す

ることにより、 と な を って を っていた。特に が 大な

に対しては、 くの を し、必要な 、 、 な の をしていた。

当 は、熊本県と 庁の が したこと 、県が 生 の

通しを っていること、県 と当 の を る で たことから、

熊本県がおお な対 がで ていると 断し、当 として での の必

要 は いと 断し、 を 結し、 の り を た。福岡県において

は、 が いた で るた 、 の必要 が いと 断したが、 別の が

るとこ に、 続的に を ことにした。

ル が している中に発生した で るた 、 地の

、 で られた な にとって、 く たな が生 ていた。

対 が り状態となり、 大 、 と て、

がかなり不 しているた 、 に向けた のりはま 続いている。

日も く ル が することを り、 の中に

の と によって 期の が れることを って本報 の

くくりとしたい。
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1)  対 ： の としては「 もり

状 」と び、 当 が 対 の 状 （

の対 の と 状 ）を するた に れた で る。

 

1)  ：令和 2 年 7 月 雨による 状 に いて（2021 年 1 月 7 日）

2)  ：令和 2 年 7 月 3 日からの大雨による にかかる の に いて

11 報 （2020 年 7 月 29 日）

3)  ：令和 2 年 7 月 雨に る 対 本 （ 35 回）（ 18 報）（2020 年 8 月

31 日午後 3 時）

4)  ：令和 年 地 水 （2019 年 5 月 24 日）

5）福岡県： 9 回 対 本 （2020 年 7 月 21 日）
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第2部 人と防災未来センター

の災害対応支援の体制 



第1章 の  

1.1. の  

令和 年 は 8 月の前線に 大雨 と 19 による が発生し、当

が 対 （通 ： 地 ）を した。 19 では、 が広範囲となり、

の を必要とするす ての 地を の対象にで ないた 、対象地 を

別しなくてはならなかった。その対象地 を 別する で、 地の当 の

期 、当 の を するか が生 た。また、 地 した の

の特 分野による をなくすた に、 した 地 が必要で

り、その上で、後方 まで 、当 の くりと方 定の 定

の が必要で った。 らに、 19 が発生した に、当 の 対

の も 定していたた 、当 の ない 的

を 地 と な の にいかに 分するか、その での の な の

と 分 分の をいかに かな の が た。

令和 年 地 の り り を い、これらの を し、

1.1-1 のよ な結果をまと た。以 の 解 の方 が れた。

当 の 続 （以 、「 B C P 」とする）を する必要が る。

として した がで るよ な （SO P ）の 。

で くた の 報 、後方 の り方の 。

に必要な を で るよ に、これまでの 地 で した（ った）

を してす に るよ にする。

 1.1-1 地 方 の 201 12 6  

その 、総 の 総 び （ G eneral 

A d visor f or Disaster M anag ement  以 、「 G A DM 」とする）の との い 時 報

（Inf ormation Su pport Team  以 、「ISU T」とする）および と

の と み分けに いての も られた。
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1.2. の  

以上の方 に い、2019 年 12 月から、 で れる 対

の しを する を し、以 の ル （以 、「 W G 」とす

る）に分け、 対 し （以 、「 地 P T」とする）を した。

 地 W G ： 地 の し を 。

（ ： 、 、 、佐 、高岡）

 後方 W G ：後方 の し を 。

（ ：高 、 、 、佐 ）

 続 （B C P ） W G ： 地 と B C P に する の を 。

（ ： 、中 、 岡、高 ）

 W G ： 地 に する の に いて し を 。

（ ： 、 、 ベ ）  2020 年 4 月以降

 W G ： 地 で する の定 の を 。

（ ： 、高 、佐 ）

地 P T および W G の し の結果は 1.2.1 1.2.5 に る。なお、

W G による 結果は、 W G で る し結果に まれるので する。ま

た、 の しに たって からの も て を た。

1.2.1. 地

1 災害 の  

対 の しを する は、 地 の定 期間、

な の が れていない状 が るた 、 対 によく する

の定 を け、 を した。 地 の定 は 12 （ 1 2 ）に てい

るので、 する。 地 定 によると、当 の 地 は に 3 の が

る（図 1.2.1-1）。

対 の は、当 の （ を ）は地 な の 後

の 前の を 期間を す。

報 は、当 の 対 本 として を する

定が れた後に、当 の が、 を っている 期間 状態を

す。 地 が必要な を 断するた に、 が 、
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に 、 の を したり、 で れ に

を ことにより、 の 対 の状 に いての 報を する。

では、当 の が 地 を っている 期間 状態

を す。 の 報 と の結果により、 の必要 が る は、

地の要 状 に て を 。

図 1.2.1-1 災 の災害 の メ 図 

災害 本 の  

地 時にとる は 対 本 とい 。 地 の方 は、 対 本

で 定する。 に 2 の が る。

方 定 ： が った 地 報 の結果を に、 後の 方 を 定し、

地の中で、 の に が必要か、 のよ な を かを 定する 。

報 ： 地 報 、 地 の に、 もしくは 地 （以 、

「 地 」とする）が、 の本 に の状 を 報 したり、 近の を

したり、 を 。

災害 メ GADM の  

G A DM の により、 対 に しい が れ、 な

対 が で る が ているが、 のとこ 、 した 対 の 的な 方

がないた 、 の な で 対 の が れる れが る。また、

の地 が ないよ に、 的な から することも必要で ると られる。

、図 1.2.1-2 のよ に、報 により く り上 られているとこ が大 、 が
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図 1.2.1-2 災 よ 地 ア の

1. . . 地

（1） 地 の

表 1.2.2-1 において、 地 の と に す。 地 の のた の

は、「 庁的対 」、「 」、「 別 対 」とい 3 に分 で る。「 庁的対

」は、 に の の 、 対 本 本 といった 対 の

の 、 対 方 の といった、 対象が として に 対 を

く っているとこ は大 とい が るかもしれないが、 的な から、 が必

要なとこ は別に ることも られる。当 の 地 は、 的、 的、 的な

で 地の 対 を し、 時の に れがないよ に することを している。

当 の 地 と G A DM との いは、 は は で り、それ れの

分野を っており、 的な を で る で る。また、G A DM の は、 が

てから から を要 し、 による を った上で、 を 定す

る流れで る。 方、当 の は、 が 的 発的に 、 地を 的

に て を るとこ に特 が り、その は G A DM と なる。この特 が る

からこそ、 で の要 がなくても、 を必要としている を ることがで 、

この が当 による 地 の大 な特 で る。 らに、国を て、大 、 、

N P O N G O 、 間 な の な との を した の

が で る。

本 においては、 30 年 に発 れた DRI レ Vol.40 の 7 に記

れた を に(1 地 の と を し、 地 の しによって

れた、 2) (3) の (4)

もり 状 に いて を こととする。
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みにかか る で る。「 」は、 対 を するた に必要

な 対象と 対象以 の （国、 、N P O / N G O 、 な ）との にか

か る で る。「 別 対 」は、 、 の発 、 生

といった 対象の の が対 するよ な

にかか る で る。

で する は、「 報の 分 」、「 対 方

の 」、「 の 」の 3 に大別 れる。「 報の 分

」は、 地にかか る 的な 報、 後の の にかか る て、 の

対 状 といった、 対象 によって 状 が に し る「 の」 報

の と、 を通 たその 報の で る。「 対 方 の 」

は、 、 、 的な対 方 、対 上の といった、 別 の

に するよ な「過去の」 対 にかか る 報の で る。「 の

」は、過去に 対 を った その 、 の 状 を 的に し

ている 間 な 、 的な 、 を している と し、

することで る。

 1.2. -1 地 の

庁的対
対象が として に 対 を みにかか る

。

対象と 対象以 の との にかか る 。

別 対
対象の の が対 する

よ な にかか る 。

報の

分

対象 によって 状 が に な「 の」

報の と を通 た 。

対 方

の

別 の に するよ な「過去の」 対 にかか

る 報の 。

の 的な 、 を している と 的に し、

。

なお、「 対 方 の 」 「 の 」に して、

が 対 に る ら る に いて に 的な がで る

レベルの を ことは て しい 、 に に 分な が る分野で

ったとしても、より な が する 報を したり、その が

に を ったりした方が 果的な が る。そのた 、当 として する

の か、 の 的な 、 （以 、「RF 」と
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する） 過去に を した な を中心とした当 が 的に して

いる な を し、 する 報の する の を高

る をする必要が る。

地 は、これらの を するた 、 地 、 の 報 び、

的な に することとなる。 発生が不定期で ることから、 地での が

的な によって れることがないよ にする が られる。そのた 、

れた と の必要 が れて た。それらの を ま 、

( 2)  ( 3) の が れた。

 

として れる は 期付 で ることから、 年 れ りが生 す

く、 地 が てで る も い。そのた 、 として のよ な をする

のかを で る「 」を することにより、当

の 的な 地 の が となる。 県 び、 を し、「 的」

とその 的を するた の「 」を 県 で 23 、 で 24 の

とした。また、（3） の の と が高い

と、と の い ものの 分も を れ で かるよ になっ

ている。

のア スメ  

（ 2-1）は、 1 3.1 でも れた通り、

が した に いて、 の 的な にのみ しない、当

として 的な 報 を とするた に、 の として し

た。 の は大別すると 4 り、 庁 の状 の

、 状 、 県との 、 別 となる。また、 別 に いては特に

状況  

もり 状 （ 1-5）は、 の として、

当 が 対 の 状 （ の対 の と 状 ）を

する として 、要 対 、 定 、 の

4 に いて 報 を こととなっている。そして、これらの 別 に いてそれ

れ、 の の の に いて を することとし

ている。
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1.2.3. 方

本 では後方 （以 、「後方 」とする）の の し に いて

まと た。次の 3 の方 を て を ることとした：（1）

の 定、（2）C O P （ C ommon O perational P ictu re） （以 、「C O P 」とす

る）の 、 び、（3） 対 数 の 。

1 ス ス の  

令和 年 19 地 において、後方 は 報 地 からの

い に 的に対 したが、後方 の が の い を しているのか、 が

の 報を り っているのか、 する がいなかった。また、後方 を 当する

は日 れ ったが、 し りが不 分 った。そのた 後方 の を

する 当 として （以 、「 」とする）を く

ことを た。令和 2 年 7 月 雨に 地 においては 期間に たって

を した（16 、 1 2.3 、表 2.3-1）。

COP の  

地 と後方 の状 をはかるた 、 した 報を する C O P

を 前に した。後方 はこの C O P を日 し、 地 の

と して状 の を することとした。こ して れる C O P

が、 地 の方 を 定する の 断 となることが期 れた。

回の 地 において C O P は 的に れ、後方 において状

の を図ることに した。 方で、 の 断を記 することがで

、また の から した 報の 数 を するとい

を いた。

するた に れた で る。 県 の 当 と 、 地 が

し いながら本 を していくことが ましい。また、本 を いることにより、

発生前に 県に対して を い、 発生時には 県からの

対 とともに、 の で れるよ に周 を図ることが期

れる。

本 は、令和 年 に し、長野県 県で れた。 し の結果、

そのままの方 で が れ することとした。なお令和 年 月 雨では、熊本県

する が った。
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後、 C O P の が と の 別を する

となるよ に し、 ルを いる を することが必要となる。

災害 の  

令和 年 19 時、 地 が 報 断を 報 するものの、後方

がそれを することがで なかった。そこで 地 とは に後方 で 数

の を し、 地 が報 する数 と して の 断を こととした。

回の 地 においては、ISU T および

（ K V O A D）が した 水 数の をベ として、 の発生 量と

、 時要 数、 定 に必要な 数、 し の

必要 数の を後方 で した。なお、 定 の 数と し

の 数の は、 RF （ 、 県 ）より の を した。

地 の報 と するた に を することが当 の 的で ったが、 に

は後方 が を 地 に り、それを に 地 が を するとい

が れた。

後方 で を ことは、上がってくる数 を 的に のではなく、状 を

的に 、 を に向けて 定するとい 態 を ことに した。 方で には

以 のよ な が した。

を地 に しても、すでに が回り た後のことが く、

「も 数日 く てもら れ に ったのに」といった をいた くことが

かった。

の が よりも く になる が り、 に まれてい

ない の 、 み上 高 空間 の 数に いて が

必要となった。

ISU T と K V O A D が 表した が 数 に て過大で り、それを とした

の も 地の 態から することになった。

を したものの、それが 地 に れる 的 を たないま

ま数 のみを してしまい、 地 の の となった。

回の を ま 、 に する が必要となり、 地 に

も るた の方 を 前に するよ に ていく。
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 1.2.3-2 方 よ 害状況の  

1.2.4.

令和 年 19 が発生した に、当 の （ 対

： A が 10/ 8 から 10/ 11 の 4 日間 定）の 続と 地

の を るかで が った。当 で をした結果、 は 当およ

び数 の で しながら、その の で 地 を する方 で 定した。そ

の後、 での 地 の り りを した結果、 時の は 地

になると られるが、 の中 の も た 続の からの の

を ておく必要が り、当 にも B C P が必要 とい 結 となった。2019

年 12 月から「 続 （B C P ） W G 」（以 、「B C P W G 」とする）を した。

B C P W G では、令和 年 19 で生 た を ま て、次の 2 の方 を

て を ることとした： ( 1) 続の を ま た 地 と の

付け、 び、( 2) 当 の B C P 定。

1 の 地 の  

19 では、 地 と の の が生 たが、過去に当

で のことが ていないかをま ることとした。方 としては、当 の

年次報 の 14 年 30 年における の と 地 を した の発生

時期との を 、「 と  による の中 」の表を

した（表 4 ）。この をもとに の の中 を した。

結果によると、以 の と特 が発 れた。

過去に の により中 にしたとみられる は 4 （ ）

2009 年 ル （ B 期：5 月 25 日 28 日）
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2011 年東日本大 （ ：3 月 16 日）

2018 年大 地 （ B 期：6 月 19 日 22 日）

2020 年 ル （ ：3 月 3 日 4 日）

特 として、 と は、 の 大を とい からの中 で り、 地

は れておら 、 は こらなかった。地 が の数日前に発

生した としては、 と が り、これらは中 となった。

過去に の を けたで が 続して した

1. . -1 災  災害 よ の  

2011 年以前は 地 が で 期の が いので、 が する前に が っ

ている。（長くても 中 地 2 間 ）た し、 による で、 が定

れを こしていることは った。

No. 研修名 災害による 要 となる災害 現地支援

1
ジメントコースA

ット

し が 員に対し 参 者
が く り （ 員20、参
者15）

2
ジメントコースA

ット

し が 員に対し 参 者
が く り （ 員20、参
者14）

3 2007 7 23 （ ）
トッ フ ーラム in

の が
・ 地 （7
16 ）

・ 地 7 16

4 2008 キスパートA
し が 員に対し 参 者

が く り （ 員20、参
者10）

・ 手・ 内 地 （6
14 ）

・ 手・ 内 地 6

5 キスパートB
インフル ン の に

よる

6 キスパートA
し が 員に対し 参 者

が く り （ 員20、参
者12）

7 2010 3 16
フ ーアッ セ
ー

災の による
・ 災（2011 3

11 ） 31 （4 も 遣）

8 キスパートA
し が 員に対し 参 者

が り （ 員20、参 者17）

9 キスパートB
し が 員に対し 参 者

が り （ 員20、参 者15）

10 キスパートA
11 キスパートB
12 アドバンスト
13 ーシック
14 キスパートA
15 キスパートB

16 キスパートB 現地支援と し
・ とする
地 （10 21 ）

・ とする

17 2018 キスパートB 地 による
・ 地 （6 18
） 7 9

18 キスパートA 現地支援と し ・台 19 （10 12 ）
11 16

19
フ ーアッ セ
ー

コ イルス の による ・コ イルス なし

2016
現地支援と し

・ 地 （4 14 、16
） 30 （ 194名）

2019

2011
・ 災（2011 3

11 ）

6 24
・ での支援 動 4

・ 災 とし 資料の
の による参

2015 現地支援と し
11 ）

・関 雨 9 10、
11、14、28

2004
）

・ 地 （10 23
）

（ 1名 遣）
・ 地 10 24

遣）

2009

・ インフル ン
（ では5 16 に
者、6 19 が

インフル
ン と 等の いとする）

なし
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2011 年以降は、 る の大 な で れ 、長期の 地 の が れるよ

になったが、 地 を している期間に れる に いては、 して して

いる。

以上の過去の を ま て、 において「 時における と

の （ ）」を した（図 1.2.4-1）。 地 が当 の

時の として が高いことを前 として、 で る の 続か中 か

を 断することを前 として っている。

図 1.2. -1 お の  

また、この は 定 で り、 の との は れてい

ない のもので る。 における「2 地 とは別の要 で が中

になる」に いてで るが、中 としては以 が 定 れる。

が 2 以上 られない（ベ 、 A 、 B 、

）

が られない（広 か 大な が 近中で 対 るを ない

が いと れる ）

を するよ な ではない（ ：2009 年 ル 、2011 年東

日本大 、2020 年 ル ）

災 先遣隊派遣

先遣隊派遣 災

No

YES

現地支援と

Ba, EA, EB, AD

TF

ET

FU

ーチ ート

3 1 ）
ン ー 先遣隊と 支援

4 1 2 日
ー ） 先遣隊派遣

支援 ） と

5 1 ET

6 1 FU

4 2
と

YES

YES

YES

YES

YES

No

No

No

No

No

YES

No

Ba ーシック EA ートA EB ートB
AD ン ト TF:トッ ー ET ート
FU ー ッ
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（以 、「TF 」とする）の 、 の 県が中 にすると 断

した （近 で が る ）

の「4-2. の 県と相 する」に いては、TF の りが しい

は、 地 を して TF を中 にするのか、それとも TF を して を

ら るのかに いては、 県との 向も るので相 する必要が る。また

としては以 が 定 れる。

数が い TF の は 県 当 と が た 、こ らの で中

になる が る を相 しておくことが 要

TF の当日まで る 期間が る 、 に TF の

が で 、 を られるので れ 、TF を することも す

る。

TF の当日まで る 期間が る 、 県と して 期の も相

する。

県との で しても して しいとい ことで れ TF 当日の 日

は 地 を る も る。

の「5-1.E T は中 にする」に いては、 特 （以 、

「E T」とする）の図上 は りが り りの も く、また、 の を前

としていて らが 地 に向か と れるので、 本的に が たら 地

を して E T は中 にすることになる が高い。た し、状 に て りを

して で れ E T を 続すれ よい。

の「6-1.F U は中 にする」に いては、 本的に が たら

（以 、「F U 」とする）は中 にしてもよいと られる。これは の特

過去の からも の からい そこまで高くはないと られるからで る。

た し、当 年 の F U の により、 要 が高い には を することも

る。

以上、 続の から が発生して 地 を する必要が生 た の

を過去の も ま て中 の （ ）を した。 後 地

と が した には、この に いて中 を 断す

ることの にすることが期 れるが、 後はこれを しながら での

を て、当 としての な を ることが ましい。

－ 61 －
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の BCPの  

19 が発生した当時、当 には B C P がなかった。そのた 、当 が

した に のよ に 地 を するか、 るいは で るのかに いての

が くない状 で った。当 が れてから、当 が する 象は

ていないた 、これまで としての なかったの と られるが、 19

での 地 と の を に、当 には 続の が

いとい を く し、当 が した にも 地 その の

を で るよ に B C P が必要で るとい 通 を って を り に すこと

となった。

B C P W G では、当 の B C P の を り、当 の 、また、当

の上 で る 記 21 に対して B C P

定に いて を けた。当 ではおお B C P を 定する方向で が

。その 、当 の B C P の必要 に いて以 の （ ）を した。

後に からの当 の を と ないた

「 対 」と「 地 」が な当 の 時 で る（ ）とする

と、 後に「 対 」を すると、 を する で るからこそ当

の が がり、その後の の （ に ）となり、また、 （

県 ）で大 を けている中、「 地 」が で ないのは、 で る

県からの が がる にもなる 。

を 続的に して を高 る を るた

に「 」が るが、 のみに ら 、B C P を 定し、 を通して、

対 の を高 るた に 続的に する を する必要が る。これがない

と は 上の空 となりか ない。

対 を 的に している で ることを に P R する とするた

近年、 B C P の が 対 に 的な で るかの の になり る。し

かし、当 は 対 を に対して する で るのに、B C P が いとい

のは に を する上で が いと る。

以上のよ な B C P の必要 を て、B C P の 定のた に での を っ

た。た し、令和 2 年 からは、特定 において、 を ま た当

の B C P 定を する に したた 、B C P W G における B C P 定の

は令和 年 で した。
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1.2.5.資料

2019 年の では、 RF （2019 年 10 月 2020 年 6 月 ）がこれまで の で

れた （以 、「 」とする）を と した。これらの を 後当

の 地 に するた に、また当 これまで れた も す

るた に、 ベ の をした。

また、 ル けではなく、 の 地 のた の な を い

すいた に、 W G を した。

に、 ルの ベ を り、 地 の の 、

方 を た。
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第 章 ス  

.1.  

地 の しに し、“W ith の 対 ”を たな として し

た。 ル が している で が発生した 、 の を

れて（この 、 が ル を 込 に を いていた）、 が後

に回る が れた。しかし、 地 で とたび ル が

を る 、 している地 の が なる をすることに がる。 の必要

と の を ることが必要と られた。また、これまでは が れ

当 の （ の ）で の 定を っていたが、 地 に

なる“ ”とい を 込 ことは ける必要が る。 地 の ル

の流 状 けでなく、 県 での流 状 も となる。そのた 、

状 と 対 の 方を し 、 で W ith の 対 に す

る を った。

. .  

定 ではなく、その していく として している。 ）

. .1. 方  

ル の での当 の 対 に たっては、地

の 向 の 方を 分に した上、 地 の を ことを 本方 とし

た。

表 2.2.1-1のよ に、 状 を しその状 での 対 を した。しかし、

この は でしかなく、 後の ル の流 状 の対 状 ）

（ の状 ）も みて、 していく 地が る。当

けで る けでなく、 西広 の の の も にし

ていくことになった。令和 2 年 7 月 雨が での ての大 な で り、 後

の 地 の の 対 の状 を し らなる を ってい

く。

－ 64 －



64 

 . .1-1 お 地 の 方の  

状況 
災害  

災地   地 の  

 

 

  

の  

本  

   
お

 

本 お  

   

の  

本  

 ス の    
  お

 

    
お

 

 お  

    
 方の お

 

 
1 の 10

の .

 

  

お

 

方の お  

 全       

. . . 方 の  

地 発生 後、 るいは 水 が た 後に、 地に近い 生 RF

に し、 年 地 の を し、相 が必要な の 方を く。

地が で ることを て、 で 報 な を する。で ないことを し

た上で、 地 を 。

はす に に、 な りの 報を し、 続 が必要となるか

かの 断も たりを けた で、 地 を 定し を する。

地 に る 数を らすた 、 の滞 期間を し長 にとり、 続した

が必要になった に からの後方 に られるよ な との

、 を る。

続した 地 が必要な は、 な り での の ではなく、 から

の な後方 でも な方 を する。

－ 65 －



65 

地 向か は、 な りに 通 は しない。 が れる時間

では しない。

は して、 地 をするに たって で れ 以降は ルもしくは

で がで るよ に な するよ にして、で る け 地に

しなくてもよい 方 を する。

の

れる の 時の 要

1 間以 に、 態 が った地 の りをしていない

が 数いる地 の りをしていない

2 間以 に （ を除く）が る

に がかりなことがないこと

2.2.3. の  

： の  1 日 1 以上、 ル で れ に近い

（W H O ）は 60 以上、 、 、 、

、 不 の る が、 との間に 分な を で ない は

を することを

、 （ レ ）を する

がないよ にするが、もし する はこま に する。

中は 日 し、報 する

ル ル

方の の 状 によって（ で られた ）、必要になる も る

た 、 分けにして する

W H O は、 を 果は、 ル

必要な は、 地 として を った

その の は 国 （ apan V olu ntary  

O rg aniz ations A ctive in Disaster：以 、「J V O A D」とする）による  2）を
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1)  ル は、 解 れていない 分が い ル で ることを ま 、

その 最 の 報に し、 の状 と 地 での 対 を みて当

としての の り方をその していく必要が る。

 

1)  ： に く の における

ル に る に いて（令和 2 年 5 月 22 日付け総 20 、

総 長発、 県総 長 定

総 長 て通 ）（2020 年 5 月 22 日）

2)  国 （J V O A D） : ル の が

れる状 における N P O の 対 （2020 年 6 月

1 日）

3)  ： ル が れる状 における

の に いて（ 報 ）（令和 2 年 6 月 8 日付け、 （

当）付 （ 発 当）発、 県 当 （ ）長

当 （ ）長 て ）（2020 年 6 月 8 日）

4)  ：大 発生時における国 からの の に る の

に いて（令和 2 年 6 月 2 日付け 1230 100 、

（ 当）付 （ 態対 当） 庁国

長発、 県 （ ）長 て通 ）（2020 年 6 月 2 日）
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● 付録１： 

現地支援での提供資料 

番号 資料名 提供日 ページ

1-1 熊本県への提示資料・調査した避難所評価資料 7月12日 資料編1

1-2 今後避難所で必要となる物資資料と一覧表 7月12日 資料編5

1-3 避難所の必要物品過去事例資料 7月12日 資料編6

1-4 暑さ対策・熊野町からの過去事例資料 7月12日 資料編8 

1-5 見積もり型業務計画駆動状況一覧 7月13日 資料編9 

1-6 住民の移動手段確保に関する過去資料 7月15日 資料編10 

1-7 感染症予防啓発ポスター 7月15日 資料編11 

● 付録２： 

現地調査・支援で使用した様式 

番号 資料名 ページ

2-1 先遣隊アセスメントシート 資料編15

● 付録３： 

災害調査レポート 

番号 資料名 ページ

3-1 令和2年7月 豪雨における先遣隊の活動報告 資料編16 
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